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省

木{休 
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政
機
関
の
休
臼

。
円
借
款
の
供
与
に
践
す
る
日
本
盟
政
府
と

タ
ン
王
国
政
府
と
の
鰐
の
書
簡
の
交

綴集・得税
霊長� tlJ守まま法人箆� llt:flIj!JIl毒

i
ブ 

止
問
〕

換
に
関
す
る
件
(
外
務
二
回
二

。
使
用
薬
剤
の
薬
価
〈
薬
額
基
準
)
の
一
部

を
改
正
す
る
件
〈
厚
生
労
働
一
一
三
一
)

。
燦
扮
規
則
及
、
円
以
薬
抱
幾
間
並
び
に
療
担
基

諸

事

項

宮
庁保

験
業
法
に
基
づ
く
供
託
金
取
戻
し
鑓
係

裁
料
問

被
謀
、

特
数
法
人
等

外
務
省
共
済
組
合
定
款
の

会
社
そ
の
他

A
r

。
総
務
後
令
第
九
十
七
今

後
波
法
{
昭
和
二
十
五

十
条
の
規
ゆ
え
に
袋
一
づ
き
、
後
波
法
施
行
規
則
の
一
泌
を
改

次
問
問

件
(
農
林
水
産
一
一
一
一
一
一

O O
(
問
一
一
三
ご
〉

肥
料
の
仮
登
鎮
の
有
識
期
間
を
更
新
し
た

保
安
林
の
指
定
襲
業
要
件
を
変
更
す
る
件

O
) 

除
縫
決
定
、

再
生
関
係 

一γ
正
す
る
省
令
を
次
め
よ
う
に
定
め
る
。

…一一↑ミ
平
成
二
十
三
年
七
月
十
二
日

」

「

総

務

大

臣

片

山

義

博

早
電
波
法
施
行
規
射
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

止
篭
波
法
施
行
幾
則
的
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

一
十
規
制
第
十
鶴
湾
〉
の
一
部
そ
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

…
山
第
コ
一
十
八
条
第
一
壌
の
表
…
の
現
例
及
び
仙
川
を
次
の
よ

い
つ
に
改
め
る
。

ん
吋
例
紛
総
局
の
斜
線
名
刺
鰍
及
び
海
上
移
動
燃
般
務
総
別
の
続
出
口

4

「

表 

〈
義
務
船
舶
線
開
均
等
の
場
合
に
限
る
。
〉

年
同
海
岸
局
及
び
斡
村
山
刷
業
務
の
局
の
潟
名
録
間
〈
窓
際
競

士
海
に
従
事
す
る
船
舶
憾
の
義
務
船
舶
局
紘
一
寸
の
場
合
に
援

る
。
)

之
第
三
十
八
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
山
門
及
び
泌
を
船
出

」
「
り
も
出
来
}
川
刊
と
し
、
出
を
凶
と
し
、
川
口
を
附
と
し
、
関
門
表

ん
士
一
の
項
出
ヤ
「
怖
か
ら
山 

ま
で
」
後
「
叫
門
」
に
改
め
、
「
出
」

出
俊
樹
り
、
「
約
い
そ
「
怖
い
に
改
め
、
開
門
袋
一
一
一
の
演
出
市
「
め
い

…
?
を
ぷ
四
」
に
絞
め
、
問
表
八
の
演
出
叩
「
仰
い
を
「
泌
い
に

令
改
め
、
関
門
条
第
五
凝
中
「
海
上
移
動
時
刑
務
に
お
い
て
俊
郎

」
「
さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
版 

〈
は
品
常
時
織
の
潟
の
呼
出
符

二
号
又
は
識
別
信
号
の
表
、
海
岸
問
問
の
潟
名
録
、
務
総
局
の

局
名
録
並
び
に
無
線
測
位
局
」
を
「
飢
郎
総
潟
の
開
局
名
録
及

一
ア
び
海
上
移
動
業
務
識
別
の
割
当
表
並
び
に
海
浮
潟
」
に
改

え
め
る
。 

持
制
限


に
〈
施
行
制
期
日
〉


出
ー
と
の
後 

は
、
公
布
の
日
か
ら
綴
~
り
す
る


〈
緩
滋
議
緩
) 

…ム 
2

航
航
船
問
符
の
閥
均
名
録
ル
ペ
ひ
海
上
移
動
業
務
織
別
の
割
問
一
ベ


ボ
表
並
び
に
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
湾
の
閥
均
点
制
録
の
備


士
付
け
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
婦
問
波


」
「
法
姑
施
行
鏡
則
第
三
十
八
条
第
一
一
演
の
幾
定
に
か
か
わ
ら


ピ
ず
、
公
布
の
臼
か
ら
一
平
成
二
十
四
年
三
口
月
三
十
一
日
ま


ム
(
で
の
関
は
、
な
お
従
前
一
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。


一… 
3

こ
の
議
令
に
よ
る
改
正
前
の
一
滋
波
法
施
行
幾
財
第
三


一

の

又

は

認

U
J

r
4

F

J

T

J

T

m
W

Amw

W

V

o 

令
)

。
滋
波
法
脆
行
規
則
の

令
〈
総
務
九
七
〉

(告

一一小)

。
電
波
法
施
行
規
制
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、

業
務
審
類
等
の
備
え
つ
け
を
省
路
で
き
る

無
線
路
及
び
街
路
で
き
る
も
の
の
範
期
並

び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
文
は
共

正
す
る
件
(
総
務
一
一
一
コ

O
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
端
米

及
び
専
用
通
告
回
線
設
綴
等
端
末
の
電
気

的
条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
誌
を
改
正
す

O
)

。
端
米
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関

部
そ
改 

O

線

二

出
入
臨
管
淑
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

…
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
表

の
法
別
表
第
一
の
こ
の
表
の
技
能
実
習
の

項
の
下
機
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
繍
第
二
十
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
技

能
山
火
器
を
詑
め
る
件
〈
法
務
一
ニ
四
五
) 

i

〈
間
二
壬
二 

一
三
二
七
)

。
水
路
澱
院
議
の
実
撞
に
関
す
る
件

〈
海
上
保
安
庁
一
四
七
〉

。
海
上
に
お
け
る
射
撃
都
練
を
実
施
す
る
件

〈
紡
癒

f'，=
くつ

検
査
機
関
の
仲
住
所
等
を
変
更
し
た
件

(
欝
東
地
方
整
備
鰐
一
一
二
九
)

O
)

。
浄
生
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
件

(間関三一一

。
都
市
一
討
議
に
関
す
る
件

〈
中
部
地
方
態
様
筋
一
一
一
一
)

。
道
絡
に
損
ず
る
件

〈
九
斜
地
方
綾
織
間

(
沖
縄
総
会
事
務
賜

一
四
)

〔
盟
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕外

務
省

資

間
続
議
決
定
等
事
項 

事ヰ

の
潟
明
慣
の
綴
定
に
よ
り
公
也
殺
し
た
も
の
又
は
認
定
し
た

定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
と

も
の
と
み
な
す
。

A 
TJ 

11111111 



2 

{
仏
)
い
、
仰
い
ヤ
!
弘
司
礼
V
M
O
n
u
出
榔
{
齢
、
A
V
M
甘
や
訓
伸
滋
同
開
斗
が
滋
必
待
薄
競
落
磁
河
口
叫
ぬ
 4九
州
戸
、
ペ
ザ
市
V

V
G
U
凶
梢
M
持
母
ぷ
汽
恒
例
惜
明
戸
、
N
h
τ
L
H
巾
凶
行
部
M
m
γ
薄
薄

第� 

第輸出� 制約小中次第

ー
が
級
以
添
削
問

に
加
え
る
。約

制
約

-uc
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さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
綴
又
は
一
1
1
i
i
i
i
i
i
i
i
i

改
め
る
。t

項
の
表
一
の
項
凶
及
び
酬
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
4一
4
M
明
の
表
ム
ハ
の
項
伺
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

端
末
設
備
等
規
則
(
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
五
十
二
立
第
五
十
郎
M

総
務
省
告
示
第
八
十
七
日
ヴ
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
議
総
鴻
米
及
凶

均

U
内
仰
い
体
総
務
〈
ヌ
 J
ハ滋� α
行
設
ご
ぺ
「
↑
m
m
滋
総
務
」
~
い
乞
�
 

r
d
点
印
m
u
隊
街
角
M
滋
叫
が
認
済
m
u
満
州
m
m
H
d
Hけ
�
 NO

γ
批
判
勾
篤
�
 
ρ

り
の
�
 4
矧
市
市
「
河
口
山
側
叫
州
市
6
4
u
甘
い
ゆ
源
川
m
J
「
山
ザ
潟
市
州
北
町
油
開
設
ヤ
刊
行
点
滅
災
市
部
川
向
れ
併
合
刊
付
出
掛
滋
山
下
寸
�
 
K

ず

δ
滋
被
保
冷
ぺ
U
刊
川
嶋
削
除
い
な
削
り
、
「
同
母
国
」
を
「
M
g
ヨ
」
に
改
め
、
器
内
�
 8出
T
「
滋
N
N
w
m
v
O〆

ωω
浦
市
い
に
改
め
、
問
第
�
 
6
市甲� 
8
を
�
 
9
と
し
、
?
を
�
 
8
と
し
、
�
 
6
の
次
に
次
の
よ
う

お
い
総
糊
持
議
1
7
0
滋
M
m
併
合
汁
胤
笠
宮
付
制
刷
パ
u
，
附
'
議
u
π
日
v
一
巡
山
制
S
釦
隊
削
減
{
訴
S
誌
州
問
併
含
日
付
梯
W
還
お
お
も
マ
山
持
議

γ
λ
~
γ
パ
�
 

ケ
コ

r
，zz 

(
遺
)
議
四
廿
出
回
刻
路
議
通
い
¥
川
い
て
i比
可
�
 
3
刈
-
i
T
U
す
」
γ
ω
3
5
誌
で
λ
M
T
品
叩
山
下
・
岬
暗
殺
」
ヤ
〉
九
ハ
忍
i
i
S
怒
沿
て
λ
ヤ
パ

州
開
尚
J
吋
が
。

草

薄

慈

議

総

�

 

U

守山山仰� 4
仰
で
、
、
A
」
γ
山
悩
袖
口
部
議
内
隊
部
J
「
か
れ
什
胤
町
議
総
J
吋
M
V
e

O
法
務
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号

N
P
O
法
人
�
 
i
.
A，
�
 

P
A
N
 

2

(
経
過
措
悪
徳
)

こ

の

告

示

に

よ

る

改

正

誌

の

平

成

一

の

条

件

に

鴻

脱

会

す

る

絡

末
設
備
又
は
白
営
電
気
通
信
設
綴
で
あ
っ
て
、
こ
の
傍
一
一
小
の
施
行
の
お
前
に
瀦
気
漁
…
俗
務
般
紙
法
〈
昭
和
笈
十
九
年
法

川
畑
波
法
施
行
規
制
別
〈
総
和
二
十
笈
年
議
波
盤
端
部
委
員
会
線
制
約
第
十
開
時
間
待
)
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
八

条
の
ヌ
筑
波
悩
引
の
焼
援
に
ぷ
づ
き
、
緩
和
利
三
十
笈
俸
制
抑
政
傘
立
口
添
加
弟
子
十
七
号
(
電
波
法
施
行
規
郎
の
規
定
に
よ
り
、

時
計
、
時
加
務
議
制
樹
林
怖
の
附
燃
え
つ
け
を
省
憾
で
き
る
無
線
稿
用
及
び
省
絡
で
き
る
も
の
の
範
囲
並
び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所

第
一
項
に
規
定
す
る
設
計
認
託
、
法
第
六
十
九
条
第
…
哨
棋
の
綴
定
に
よ
る
嫌
米
設
備
の
惜
別
統
の
検
後
務
し
く
は
法
第

七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
寝
食
慾
気
通
~
絞
殺
鎌
の
緩
絞
の
検
後
後
受
け
、
サ
人
は
法
第
六
十
三
条
第
一
一
一
演
の
規
定

に
よ
る
技
術
基
準
適
合
自
己
議
認
の
漏
出
そ
行
っ
た
も
の
の
滋
気
的
条
件
簿
に
つ
い
て
は
、
と
の
此
悶
ぷ
に
よ
る
改
正

の
特
例
又
は
災
局
で
き
る
場
合
を
定
め
る
終
〉
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平

成

二

十

一

二

年

七

月

十

二

日

総

務

大

臣

片

山

善

博

後
の
綴
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
近
年
五
潟
三
十
…
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
さ
る
。

。
総
務
省
告
示
第
五
百
西
十
二
一
勺

コ
ハ
門
海
上
移
動
業
務
に
お
い
て
使
用
出
一

墳
の
表
一
一
…
の
項
中

部
一
位
畑
町
む
表
i
i
J
'
一

溝
口
汚
瀬
ゆ
潟
の
同
庁
出
符
号
又
は
議
一
二
紛
航
税
局
の
局
名
録
及
び
海
上
移
動

;

i

i

一
を
業
務
識
別
の
鋭
当
表

ω
海
岸
局
の
局
名
録
及
び
船
舶
結
局
一

に
基
づ
き
、
不
成
十
六
年
総
務
翁
紘
開
示
第
九
十
九
裁
つ

め
る
件
)
の
一
一
泌
を
次
の
よ
う
に
改
恋
す
る
。

一

平

成

刊

一

十

三

年

七

月

十

一

一

段

総

務

大

臣

片

山

ー

の

潟

名

録

一

」

別
表
第
十
号
第
一
績
か
ら
第
五
議
ま
で
や
又
〉
切
り
v
h
k
r
湾
議
」
を
ぷ
喰
懸
磁
蕊
簿
議
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
吟
第
六
磯
山
ザ
「
O
M
り
り
ザ
ム
〉
際
議
」
を
「
お
轍
掛
山
総
議
開
開
設
」
に
改
め
、
問
項
3
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

川
船
舶
均
の
局
名
録
共
ひ
海
上
移
動
業
務
識
別
の
割
当
表

川
内
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
局
名
録

け
船
舶
局
の
局
名
録
及
び
海
上
移
動
業
務
識
別
の
銭
湯
表

護
州
明
野
町
附
{
川
部
議
溺
杓
¥
山
川
�
 μ
て
i
w
可
品
w
'
然
添
議
陣
抑
V
7吊

笈
撤
附
慾
務
総
刈
げ
同
州
制
川
河
吋
川
和
州
内
禁
問
問
ぽ
磁
潟
簿
議
逮
杓
¥
仰
い
ぐ
i

滋
抑
附
M
7
W
鴻
ぬ
叫
が
。

は可

H
O
M
W
滋
以
内
併
合
対
活
躍
昨
隊
司
J
「
山
V
H
~
い
市
議
別
組

叫
が
。

第
一
一
一
項
の
表
六
の
項
中
酬
を
加
と
し
、
内
向
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

桝
海
岸
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
局
名
鈴

。
総
務
省
告
示
第
一
一
一
否
問
十
号

別
淡
第
十
勾
第
七
市
明
か
ら
第
十
項
ま
で
中
「
O
間
り
0
7
日
〉
開
時
議
」
を
「
刑
執
翠
嵐
滋
時
将
司
溺
」
に
改
め
る
。

別
常
次
第
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